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1.概 要

1.1本 装 置 の 目 的

今 回 、16ビ ッ トの マイ ク ロコ ン ピュー タ をベ ー ス に した"1000ゲ ー ト以

下 のICの 論 理 回路 シ ミ ュ レー シ ョンを行 な う"こ とを 目的 と したIC/回 路

作成 支 援 シス テ ム を開発 し ま した。

本 装 置 は、 標 準OSの 採 用 と16ビ ッ トパ ソ コ ンの今 後 の発 展性 を考慮 し ま

す と・機 能 拡 張 す る こ とに よ りさ らに多 くの要 求 に対 応す るこ とが で き、 時代

の ニー ズ に応 え る こ とが で き る と確 信 し ます 。

デ ィジ タル機 器 の開 発 に際 して、本 装 置 は 特 に下 記 の設 計 に対 応 で き ます 。

論 理設 計 、計 算 機 構 成 、計 算 機 方 式 の各 シ ミュ レー シ ョンに使 用 され ます 。

1.2シ ス テ ム 構 成

5イ ン チ ハ ー ドデ ィス ク

シ ス テ ム 構 成 図

し

s
㌔

ー

セ ン トロ プ リ ン タ

8イ ンチ フロッピィデ ィスク

〈注 〉 デ ィス ク は5イ ン チ ハ ー ドデ ィ ス ク 又 は8イ ン チ フ ロ ッ ピ ィ

デ ィス ク を 使 用 して 下 さ い。
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1.5処 理 の 概 要

処 理 フ ロー の 概 要 を 下 図 に 示 し ます 。

(1)コ ン パ イ ラ ー 部HDLソ ー ス

プログ ラム入力

HDL

コンパイラ

コンパイラ・リス ト 中 間 形 式

(2)リ ソ ク ェ デ ィ ト部 リンク
コマン ド入 力

(LIED)

HDL

リンクとエディト
'(LIED)

リンク ・リス ト 実 行 形 式

(3)シ ミ ュ レー タ 部
シ ミ ュ レ ー タ

コ ン トロ ー ル

コ マ ン ド 入 力

1
HDL

シ ミ ュ レ ー タ

1

結 果

(タ イ ミングチ ャー ト)

一/、
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本 装 置 は 、MS-DOSの 管 理 化 に あ り、CPMエ ミ ュ レー タ の 下 で 動 作 し

ます 。 入 力 は 、 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム と し て の エ デ ィ タ に よ り入 力 さ れ ます 。

回 路 を 、HDL(ハ ー ドウ ェ ア ・デ ザ イ ン ・ラ ン ゲ ー ジ)で 記 述 し、 コ ン パ

イ ラ に 入 力 し て 中 間 形 式 を 得 ます 。 この 中 間 形 式 は 、 リン カ ー に よ っ て 必 要 な

サ ブ プ ロ グ ラ ム を 結 合 し て 、 実 行 形 式 と な り ます 。

サ ブ プ ロ グ ラ ム は 、 中 間 形 式 の 中 に 、 メ イ ン プ ロ グ ラ ム と共 に 与 え られ ま す

が 、 良 く も ち い ら れ るサ ブ プ ロ グ ラ ム は 、 デ ー タ ・ベ ー ス と し て あ ら か じ め 定

義 し て お く こ とが で き ます 。

こ の 実 行 形 式 を 、 シ ミ ュ レー タ ・実 行 コ マ ン ドの 命 令 に した が っ て 、 シ ミ ュ

レー タ が 実 行 し ます 。 結 果 は 、 タ イ ミ ン グ チ ャー トの 形 式 で ラ イ ン プ リン タ に

出 力 され ます 。
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2.ハ ー ドウ ェ ア 記 述 言 語

2.1基 本 事 項

ここでは・、実 際 にHDLシ ス テム ・記 述 プ ・グ ラム を書 く場 合 の基本 的 な規

約 及 び注 意事 項 を 説 明 し ます 。 な お、HDLの 文 法 につい て は、 その詳 細 は 、

基本 シ ス テム設計 書 を参 照 し て下 さい。

2.1.1プ ログ ラ ムの作 成

まず最 初 に、 簡単 なHDLシ ステ ム ・記 述 プ ログ ラムを作 成 し ます 。

こ こで、半 加 算 機 を2つ 用 い て全加 算機 を作 ります。

〔全 加算 機 〕

工

2

3

4

5

6

7

&

UNITF-ADDER

SWITCHA,B,CO.

LIGHTC1,X.

TERMINALTI,T2.

CONNECTH-ADDER

CONNECTH-ADDER

C1:=T10RT3.

TINU.

(MAIN).

T3.

(A,B;T1,T2).

(T2,CO;T3,X).

A AC

H-ADDER

B AC

H-ADDER

B

C1

X

－4一



〔半加算機 〕

工

2

3

4

5

A

B

UNITH-ADDER(A,B;C,S).

TERMINALA,B,C,S.

C:;AANDB。

S:=AXORB.

TINU、

C

S

上記 の プ ログ ラム の各 部 分 につ い て詳 しい説 明は 後 で述 べ ます。

こ こで は概 要 を説 明 し ます。 全加算 機 の プ ロ グ ラムにお い て、 第1行 は、

プ ロ グラ ムの 開始 を示 す。UNIT文 と呼 ば れ る ものでF-ADDERは 、こ

の プ ・グ ラム の名 前 で す。 この プ ログ ラムが 主 プ ・グラ ムで あ る こ とを示 し

ます。

ここで注 意 す る こ とは、 一 般 の プ ログ ラ ム と違 い第2行 か ら第7行 まで の

順番 は何 の意 味 もあ りませ ん。 な ぜ な らば 、HDLシ ス テ ム ・記述 プ ロ グラ

ムは対 応 す るハ ー ドウ ェ アの存 在 と構成 を 記述 してい るか らです 。

また 、第5行 と第6行 は 、H-ADDERと い うプ ログ ラ ム名 を持 つ 副 プ

ログ ラム を呼 び 出すCONNECT文 です 。

全加算 機 の回路 を見 る とわ か る よ うにH-ADDERが2つ 存 在 して い ま

す ・ 第8行 のTINU文 は、 プ ログ ラム の終 りを 示す文 で、UNIT文 ど対

応 して い ます。
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半 加算 機 の プ ログ ラムは 、 全加算 機 で呼 び 出 され る副 プ ログラ ム であ り、

第1行 のUNITで(A,B:C,S)は 、 主 プ ・グ ラム と副 プ ログ ラム と

の 引数 で、AとBは 、 副 プ ロ グ ラムへ の入 力、CとSは 出力 を示 す。

これ らはCONNECT文 と対 応 して い ます 。 プ ログ ラム 間 の結合 は 、 こ

の 引 数だ け で行 な われ ます 。

ン

2、■2使 用 可 能 な文 字

HDLシ ス テ ム ・記 述 プ ログ ラム を書 くた め に使 用 で き る文 字 を以 下 に示

し ます 。

、

数 子

英 字

カナ文字

特殊文字

か ら

か ら

か ら

まで の数 字

まで の アル フ ァベ ッ ト

まで のカ タ カ ナ

/

線

白

下

空
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2.1.3区 切 り記号

単語 と単 語 を 区切 った り、 結 合 した りす るの に用 い られ る文 字 を区切記 号

と呼 び 、 区切記 号 を下 に示 し ます 。

〉=

★

白空

/

2.1.4予 約 語

あ らか じめ 、HDLシ ス テ ム記 述 ・コンパ イ ラに 用 意 され てい て、 特定 の

意 味 を もつ もの を予 約語 とい い、 予 約語 と同 じ識 別子 を別 の 目的 で使用 で き

ませ ん。 予約 語 には 、以 下 の ものが あ ります。

TINU

CASREGISTER

CASTERMINAL

MUS

SWITCH

MUX

FI

BIBUS

TA

TRIST

INCR

PRR

MAIN

CONSTANT

DELAY

DECODER

LIGHT

IF

CASE

OUTBUS

ON

OR

DECR

PRI

REGISTER

TERMINAL

BY

ENCODER

CLOCK

THEN

OF

AT

NO

REFL

NEGPRR

－7
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NEGPRL

NEGUPRL

NAND

CIR

CSHR

@

@UP

UPRR

COIN

MOD

CIL

CSHL

@HIGH

@DOWN

UPRL

SXOR

SHR

DSHR

ESHL

@LOW

NEGUPRR

NOR

SHL

DSHL

CONV

@FLOAT

2.1.5識 別 子(identif'ier)

単 独 の文 字 あ るい は 、 い くつ か を組 み合 わ せ て あ る意 味 を持 った 文 字 の並

びを識別 子 とい い、 プ ログラ ム中 で使 用 す る素 子名 、 プ ログ ラム名(ユ ニ ッ

ト名)を この識 別子 で表 わ します。 識別 子 を プ ログ ラム名 と して用 い る とき

は 、長 さに制 限 は なL〈が、10文 字 を こえ る ときは 、11文 字以 後 は無 視 さ

れ ます。 この他 に次 の条 件 を 満 し てい なけ れば な りませ ん。

1)識 別 子 の1文 宇 目は数 字 で あ って はな らな い。

2)区 切 り記 号 を 含 ん では な らない。

3)予 約語 と 同 じ もの で あ っては な らな い。o

例ABCDEFGHIJKL

ABCDEFGHIJJX

こ の2つ は 同 じ識別 子 と して解 釈 され ます 。

2、1.6f直(litera1)

値 とし て、 次 の4種 類 を使 うことが で き ます。

1)10進 数

2)16進 数

)3 8進 数

0か ら9ま で の数 字 を組 み 合 わ せ て作 った もの

0か ら9ま で の数 字 とA,B,C,D,E,F,の 英 字 を 組

み合 わせ て作 った もの で最後 にHを つ け る。.

た だ し、 最初 の1文 字 は 数 字 で な け れば な らない。

0か ら7ま で の数 字 を組 み 合 わ せ て作 った もので最 後 にQま

一8一



4)

例

2.1.7

2進 数

15

0FH

17Q

111

たは0を つ け る。.

0と1の 数字 を組 み合 わせ て作 った もので最 後 にBを つ け る。

また は170

1B

それ ぞれ 、10進 数 、

す 。

内部 表 現

16進 数 、8進 数 、2進 数 で書 か れた15dで

HDLで は 、 回路 の シ ミュ レー シ ョンを行 な うにあ た り、 回路 の状 態 を 次

の6つ に分 け て表 わ してい ます 。

High:信 号 が ハ イ ・レベ ル で あ る

Low:信 号 が ロー ・レベ ル で あ る

Up:信 号 が ロー か らハ イ に上 が る過 渡 状態

High

Low

Down:

High

Low

Floating

Warning

信 号 が ハ イ か ら ロー に下 が る過 渡状態

ハ イ ・イ ン ピー ダ ンス 出 力 で あ る ことを 示 す

回路 の状 態 が 不定 で あ る こと を示 す
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2.1.8素 子 の 接 続

HDL記 述 で は 、 素 子 の 接 続 を ▼:=▼ で 表 わ し ます 。

こ れ は 、 一 般 の 言 語 の 代 人 に相 当 す る も の で あ る が 、 左 右 両 辺 の ビ ッ ト数

が 同 じ長 さ で な け れ ば な り ませ ん 。 そ こ で 、 左 右 の ビ ッ ト数 が 異 な る場 合 、

ダ ミー を用 い て 、 ビ ッ ト数 の調 節 を 行 な わ な け れ ば な り ま せ ん 。

ダ ミー に は 、 以 下 の6種 類 が あ り ます 。

@HIGH

@LOWv

@UP

@DOWN

@FLOAT

@… … コ ン パ イ ラ のconsol入 力 のcommand文 に よ っ て 属

性 が 与 え ら れ ます 。

例4ビ ソ トの キ ャ リー 付 の 加 算 に つ い て

1)CY:A(3:0):=B(3:0)十C(3:0)

2)CY:A(3:0):=@:B(3:0)十@:C(3:0)

1)は 左 辺 が4ビ ッ トと キ ャ リー の1ビ ッ トで 長 さ が5ビ ッ トで す が 、

右 辺 は 、4ビ ッ トだ け で 、 長 さ が 同 じ で な い の で 誤 りで す 。

2)は 、@を 付 け て 調 節 し た も の で す 。

2.1.9コ ー デ ィ ン グ の 方 法

HDLの シ ス テ ム ・パ ー トの プ ロ グ ラ ム は 、MS-DOSの 管 理 化 に あ る

既 成 の エ デ ィタ の 下 で 入 力 さ れ 、 コ ンパ イ ラ ー で 処 理 し ます 。

エ デ ィ タ の 一 行 は 、 最 大254文 字 ま で 入 力 で き ま す 。 コ ー デ ィ ン グ は 、

比 較 的 自 由 に行 な え ます が 、 区 切 り記 号 は 、 行 を また が ら な い よ う に し て 下

さい 。

2.1.10コ ン パ イ ラ ・オ プ シ ョ ン

(1)コ ン パ イ ル 時 に 、 オ プ シ ョ ン と し て 以 下 のパ ラ メ ー タ を 指 定 で き ます 。
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この オ プ シ ョンに よって、 コ ンパ イル 方法 の指定 及 び コ ンパ イ ラか ら の

必要 な情 報 を得 る こ とが で き ます。

Dオ プ シ ョンは 、任 意 個 指 定 で き ます。

加 一 行 の入 力文 字数 は254文 字 です 。

iiDオ プシ ョ ンの前 後 には 、任 意個 の空 白が あ って か まい ませ ん。

iv)各 オ プ シ ョンの指 定 順 位 は 自由です 。

V)対 立 す るオ プシ ョンを 同 時 には 指定 で き ませ ん。

(2)コ ンパ イ ラ時 オ プシ ョンの一 覧 表 を下 に示 し ます。

%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1
⊥

1

1

18

19

20

コ ン パ イ ル 時 オ プ シ ョ ン

SOURCE

SYMBOL

LITERAL

UNIFORM

PARSING

ACTION

STACK

AID

ACLOCK

MATRIX

MID

MCLOCK

OBJECT

MEMORY

DIRECTORY

TIME

HIGH

又 はUP

DTEST

DIMENSION

SIZE=IT

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

‥よ

ま

.
ま

ま

ま

ま

ま

Oよ

《よ

ま

ぐ

を

ぐ

を

ぐ

を

ぐ

セ

を

を

を

シ

ぐ

シ

シ

を

を

ぐ

シ

を

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

又

,
又

又

又

LITERAL

NOSOURCE

NOSYMBOL

NOLITERAL

NOUNIFORM

NOPARSING

NOACT.10N

NOSTACK

NOAID

NOACLOCK

NOMATRIX

NOMID

NOMCLOCK

NOOBJECT

NOMEMORY

NODIRECTORY

NOTIME

LOW

DOWN

NODTEST

NODIMENSION

Tl

省略 時の解釈

SOURCE

NOSYMBOL

NOLITERAL

NOUNIFORM

NOPARSING

NOACTION

NOSTACK

NOAID

NOACLOCK

NOMATRIX

NOMID

NOMCLOCK

NOOBJECT

NOMEMORY

NODIRECTORY

NOTIME

HIGH

HIGH

NODTEST

NODIMENSION

SIZE=100

注意 SIZE=ITLITERALi「 と 続 け て 書 き ます 。
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(3)オ プ シ ョ ン の 説 明

DSOURCEソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を 印 刷 す る

NOSOURCEソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を 印 刷 し な い

ii)ylra2よ りylra16ま で は 、 主 に コ ンパ イ ラ の デ ィバ ッ グ の た め 出 力 指

定 で す 。

iii)%17ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム 中 で 使 用 さ れ た ダ ミー

▼@▼ に属 性 を 与 え ま す

iv)DTEST配 列 の 添 字'O値 の 範 囲 が 正 し い か を 調 べ

(DIMENSIONTEST) る 命 令 を 挿 入 し ます

NODTEST配 列 の 添 字 の た め の処 理 は し ま せ ん

V)DIMENSION配 列 の 範 囲 の 書 き方 に よ っ て 、 配 列 の 各 ビ ッ

トの 重 み の付 け 方 を 決 定 し ま す

例TERMINALA(3:0),B(0:3).

A(3:0):=B(3:0).

は 、 下 記 の解 釈 と な り ます 。

A(3:0):=ReflectB(0:3)

NODIMENSION上 記 の 例 で

A(3:0):=B(3:0).

A(3:0):=B(0:3).

こ の 二 つ は 、 同 じ も の で あ る と解 釈 し ます 。

vi)SIZEコ ン パ イ ラが 実 行 時 に 使 用 す る作 業 領 域 の 大

き さ を 指 定 し ま す 。 こ の 領 域 は 小 さ い ほ ど実

行 時 間 は 短 か くな りま す が 、 小 さす ぎ る と コ

ンパ イ ラ の 処 理 が で き な くな り ます 。
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3.リ ン ク と エ デ ィ ト(LIED)

結 合 編 集 プ ログ ラム(LIED)を 実 行 させ るに、 エ デ ィタ よ りコマ ン ドを入

力 し ます。

コ マ ン ドには 、 動 作 コマ ン ド、 出力 コマ ン ド及 び作 業領 域 指定 コマ ン ドの3

種 類 の コマ ン ドあ ります 。 この章 では 、 これ ら の コマ ン ドの 指定 の しか た を説

明 し ます。

5.1動 作 コマ ン ド

動作 コマ ン ドに は、 プ ログ ラムの 結合 編 集 お よび デー タベ ー ス の管 理 を行 う

た め に下 記 の コマ ン ドが あ ります。

NOR(NORMAL)

SUB(SUBUNIT)

ADD

DLT(DELETE)

NEW(NEWDIRECTORY)

使 用 法 は、 実 行 時 に、1つ だ け コマ ン ドを与 え ます 。 た だ し、 コマ ン ドを省

略 した場 合 には 、NORを 指定 した も の と処 理 され ます。

i)NOR

翻訳 され た 中間 形 式 を実 行形 式へ 結合 編集 す るた め の コーニン ドで す。

入 力 方法 は、NORと 入 力す るだ け で す。

iDSUB

翻訳 された 中 間形 式 を実 行 形 式 へ 結合 編 集 す る動作 は、DのNORと 同

じです が、 指定 したサ ブ ・ユ ニ ッ トご とに実 行 で き る よ うにす る た め に編

集 し ます。

入 力 方法 は、SUB=〈 実行 した いサ ブ ・ユ ニ ッ ト名 〉
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iij)ADD

翻 訳 され た 中 間 形 式 を 、 デ ー タ ・ベ ー ス(ユ ニ ッ ト ・パ ッ ケ ー ジ)へ 登

録 し ま す 。

入 力 方 法 は 、

ADD=<デ ー タ ・ベ ー ス へ 登 録 す る サ ブ ・ユ ニ ッ ト名>

iv)DLT

既 に デ ー タ ・ベ ー ス に 登 録 し て あ る サ ブ ・ユ ニ ッ トを 、 デ ー タ ・ベ ー ス

か ら 消 去 し ま す 。

入 力 方 法 は 、

DLT=<デ ー タ ・ベ ー ス か ら 消 去 した い サ ブ ・ユ ニ ッ ト名>

V)NEW

新 し くデ ー タ ・ベ ー ス を 作 る と き に 必 ず ▼NEW▼ を 実 行 し な け れ ば な

り ませ ん 。

5.2出 力 コ マ ン ド

結 合 編 集 プ ログ ラ ム(LIED)の 出 力(実 行 形 式)を 出 力 装 置 へ 出 力 させ る

た め の コ マ ン ドで す 。

出 力 は 、IDフ ァ イ ル 、MATRIXフ ァ イ ル 、MEMORYフ ァ イ ル 、

CLOCKフ ァ イ ル の 四 つ の フ ァ イ ル が あ り、 そ れ ぞ れ に対 し て 出 力 さ せ る か

否 か を コ マ ン ドで 与 え ます 。

ID

MATRIX

MEMORY

CLOCK

出力 しない/省 略 時解釈

NOID

NOMATRIX

NOMEMORY

NOCLOCK
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5.3作 業 領 域 指 定 コマ ン ド

結 合 編集 プ ロ グ ラム(LIED)実 行 時 に使用 す る作業 領 域 の大 きさを 指定 す

る もので す。領 域 は 小 さい ほ ど実 行 時間 は 短 か くな ります が、 小 さす ぎ る と結

合編 集 が で ぎな くな ります 。

こ の コ マ ン ドと し て、 下 記 の二 つ が あ りま す 。

IDTSIZE=<リ テ ラ ル>

MTXSIZE=〈 リテ ラル>i

〈 リテ ラ ル 〉 の所 に 、 領 域 の 大 き さ を10進 数 で 書 き ま す 。 省 略 の 場 合 に は 、

そ れ ぞ れ 次 の よ う に指 定 した も の と解 釈 され ま す 。

IDTSIZE=500

MTXSIZE=1000

5.4コ マ ン ドの ま と め

動 作 コマ ン ド ソ

NOR

SUB=<ユ ニ ッ ト名>

ADD=〈 ユ ニ ッ ト名>

DLT=〈 ユ ニ ッ ト名>

NEW

出 力 コ マ ン ド

,

ID

NOID

'MATRIX

NOMATRIX
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,

,

MEMORY

NOMEMORY

CLOCK

NOCLOCK

作 業 領域 指 定 コマ ン ド

,

,

SIZE=〈 リ テ ラ ル 〉

SIZE=〈 リテ ラ ル 〉

省 略 時は 、 下線 の コマ ン ドが 入 り ます。 す べ てを省 略 す る と きには 、 コマ ン

ドは 必要 あ りませ ん。
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4.シ ミ ュ レ ー タ

4.1シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 方 法

実 際 の ハ ー ドウ ェ ア の 論 理 値 は1(HIGH)と0(LOW)の2値 で あ る が 、

シ ミ ュ レ ー タ で は つ ぎ に 示 す 値 を と り ます 。

記号 意 味

L LOW 論理0を 示す

u UP 論理0か ら論理1へ の過渡状態を示す

H HIGH 論理1を 示す

D DOWN 論理1か ら論理0へ の過渡状 態を示す

X TRISTRTE

トラ イ ス テ ー ト出 力 を 意 味 し
、 ハ イ ・イ ン ピ ー ダ ン ス

状 態 を示 す

W WARNING
UPとDOWNの ア ン ド演算 な どの結 果 とし て値 が は っ

き り定 まらな い状 態 を示す

T TRIGGER トリガー パ ル ス を示 す

上 記 の状 態 に対 して、NOT、OR、ANDの 演 算 を表1に 示 します 。

表1演 算 表

NOT

、L H

u D

H L

D u

X H

W W

T T

OR

LUHDXWT

L L

u uu

H HHH

D DWHD

X HHHHH

W LUHDHW

T LUHDHTT
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AND

LUHDXWT

L

U

H

D

X

W

T T

W

T

H

H

T

D

D

D

T

H

D

H

H

T

U

U

W

U

U

T

L

L

L

L

L

L

L

シ ミ ュ レー シ ョ ン の 結 果 は 、 以 下 の キ ャ ラ ク タ ー 表 示 を 使 用 し ます 。

GR

O

l

I

I

T

W

T

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

}

}

↓

壱

}

}

↓

L

H

D

U

X

W

T

4.2仮 想 マ シ ン

仮 想 マ シ ン に よ っ て デ ィ ジ タ ル シ ス テ ム の シ ミ ュ レー シ ョ ンを 行 う。 図1か

ら 明 ら か な よ う に 、 メ イ ン コ ン トロー ラ の も と に 、 イ ニ シ ャ ライ ズ ・コ ン ト ロ

ー ラ
、 ア ィ レ イ ・コ ン トロー ラ、 ク ロ ッ ク ・コ ン ト ロー ラ 、1/0コ ン ト ロー

ラ 、 エ グ ゼ キ ュ 一 夕 な ど の サ ブ ・プ ロ セ ッサ か ら構 成 さ れ る。 デ ー タ エ リア は

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン され る デ ィ ジ タ ル ・シ ス テ ム の 論 理 素 子 の 値 を 示 し 、 エ デ ィ

タ が こ の デ ー タ エ リア を 作 成 し ます 。
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/

/

＼

INITIALIZE

CONTROLLER

DELAY

CONTROLLER

CLOCK
GENERATOR

DATA

AREA

1/O

CONTROLLER

図1.仮 想 マ シ ン の 概 略

以 下 、 サ ブ ・フ.ロ セ ッサ に つ い て 簡 単 に 説 明 し ま す 。

Oコ ン ト ロー ラ

サ ブ ・プ ロ セ ッサ 全 体 の コ ン ト ロー ル を 行 い ます 。

Oイ ニ シ ャ ラ イ ズ ・コ ン トロー ラ

コ ン トロ ー ル ・コ マ ン ドで 示 さ れ た デ ー タ ・エ リア の 一 部 を示 さ れ た 値 に

初 期 化 す る。

Oデ ィ レ イ ・コ ン トロ ー ラ

デ ィ レ イ ヵ ウ ン タ(ア ッ プ ・カ ウ ンタ ま た は ダ ウ ン ・カ ウ ンタ)の 値 を 調

べ 、0で あ れ ば 、 値(論 理1(H)ま た は 論 理0(D)を ヴ ァ リュー にセ ッ トし ます。

oク ロ ック ・コ ン ト『ロ ー ラ

エ デ ィ タ ー の 作 製 し た ク ロ ック ・テ ー ブル を も と に
、 ク ロ ック を 更 新 し ま

す 。

oエ グ ゼ キ ュ 一 夕

実 行 形 式 の プ ロ グ ラ ム に した が っ て 、 デ ー タ エ リア の 値 を 変 化 さ せ る。 実

際 には 、 ア ッ プ ・カ ウ ン タ また は 、 ダ ウ ン ・カ ウ ン タ を セ ッ トす る だ け で あ
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る。 こ の プ ロ グ ラ ム は シ ス テ ム 部 で 記 述 さ れ た デ ィジ タ ル ・シ ス テ ム の各 素

子 間 の結 合 関 係 を 示 し て い ます 。

oI/0コ ン ト ロー ラ

コ ン トロー ラ ・テ ー ブル を も と に
、 ス イ ッチ 入 力 か プ リ ン ト出 力 か を 調 べ 、

入 出 力 の コ ン トロ ー ル を行 い ます 。

4.3シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の フ ロ ー

シ ミ ュ レー シ ョ ンの フ ロー を 図2に 示 し
、 フ ロー に 従 っ て 簡 単 に 説 明 し ます。

1.エ デ ィタ ー の 作 製 し た 実 行 形 式 の プ ロ グ ラ ム を ロー ド し ま す 。 実 行 形 式 の

プ ログ ラ ムは 、 ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ヤ ー ・テ ー ブ ル 、 プ ロ グ ラ ム ・エ リア 、

ク ロ ッ ク ・テ ー7ル 、 デ ー タ ・エ リア か ら 構 成 さ れ て い ま す 。

2.コ ン トロー ル 部 の コ マ ン ドを 翻 訳 し、 ア イ デ ン テ ィ フ ァイ ヤ ー'テ ー ブル

を も と に、 コ ン トロ ー ル ・テ ー ブル を 作 成 し ます 。

3.コ ン トロー ル ・テ ー ブ ル に よ っ て 、 シ ミ ュ レー シ ョ ン す る デ ィ ジ タル ・シ

ス テ ム の 初 期 化 を 行 い ます 。

4ア 一 夕 ・エ リア(デ ィジ タ ル ・シ ス テ ム の 各 論 理 素 子 を 表 現 し て い る)に

論 理 的 に 矛 盾 が な い よ うに 初 期 化 を 行 い ます 。

5.ス イ ッチ 入 力 か 否 か を 調 べ 、 そ うで あ れ ば 対 応 す る ス イ ッチ に デ ー タ を 入

力 し ま す 。

6・ 実 行 形 式 の プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 、 エ グ ゼ キ ュー タ が シ ミ ュ レー シ ョ ン

を 行 う。 しか し、 デ ー タ ・エ リア の 値 は 直 接 変 え ず 、 デ ィ レイ ・カ ウ ン タ

(ア ッ プ ・カ ウ ン タ また は ダ ウ ン ・カ ウ ン タ)の 値 を セ ッ トす るだ け で す 。

7.ア ィ レ イ ・コ ン ト ロー ラ に よ っ て 、 デ ー タ ・エ リア の デ ィ レ イ ・カ ウ ン タ

の 値 を 調 べ 、0で あ れ ば ヴ ァ リュ ー に 新 し く値 を セ ッ トし ます
。

8・ ク ロ ッ ク ・テ ー ブ ル に よ っ て ク ロ ック の 更 新 を 行 い ます 。

9.コ ン ト・一 ル ・テ ー フル を 調 べ 、 出 力 す る条 件 が 成 立 し て お れ ば 、 デ ー タ・

エ リア の値 な ど を 出 力 し ま す 。

σ
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10

タイマー更新

実行形式 のプログ ラ

ムのロー ド

翻訳 および コン トロ
ールテーブルの作製

初期状態の形成

データエ リアの

初期化

スイ ッチ入力

デ ータエ リアの

値のセ

クロックの更新

出力時か?

終了か?

YES

終

図2.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー
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10コ ン ト ロー ル ・テ ー ブル に よ っ て 、 シ ミ ュ レー シ ョ ンを 続 け る か 否 か を 調

べ る 。 続 行 で あ れ ば タ イ マ ー を 更 新 し、 シ ミ ュ レー シ ョ ン を く り返 し ます 。

4.4シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・コ マ ン ドの 使 用 法

シ ミュ レー タ ・コン トロー ル部 は 、 シ ミ、ユ レー シ ョン の条 件 を指 定 す る。 同

一 の ソー ス プ ログラ ム で種 々の条 件 で シ ミ ュ レー シ ョンが で き る よ うに、 シ ス

テ ム部 で記 述 した デ ィ レイの値 や ク ロ ック の周期 な どを変 更 で き ます。 また、

シ ミュ レー シ ョンを行 う前 の初 期値 のセ ッ トが 可 能 です 。 シ ステ ム部 で記 述 し

た シ ンボ ル名 を用 い て、 ス イ ソチ 属性 や ラ イ ト属性 を もつ も のを 含 め て、す べ

て の論理 素子 を指 定 す る こ とが で き ます。

1)INITIALIZE文

機 能 シ ミ ュレー シ ョン実行 時 の 初期状 態 をセ ン トし ます 。 初 期 化 した い論

理 素子 と初期 化 デ ー タ を指 定 して下 さ い。INITIALIZE文 で指定 さ

れ な い ものは 、 シス テ ムが0を セ ッ トします 。

例INITIALIZEA(3:0)=1001;

レジス タ また は ター ミナルAを1001Bに 初 期 化 し ます 。

2)DELAYSET文

機 能 デ ィ レイ値 を セ ッ トし ます 。 又 シス テ ム部 で既 に与 え られ てい るデ ィ

レイの値 を 変 更 す るた め に使 用 し ます。 変 更 した い論 理 素子 とデ ィレイ

値 を指 定 し ます 。 単位 はn秒 であ る。

例DELAYSETQ=(100、500);

Qの 立上 りの デ ィ レイ を100n秒 、立下 りのデ ィレイ値 を500n秒 に変 更

し ます。

3)CLOKSET文

機 能 シ ス テム部 で記 述 してい る ク ロックの周 期 や パ ル ス幅 な どを変 更 す る

時 に使 用 し ます 。 ク ロ ック名 、 パル ス 幅 な どを 指 定 し ます 。 単位 はn秒

であ る。
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例CLOCKSETCL=(100、150、150)

ク ロ ッ クCLを 下 図 に 示 す よ う に変 更 し ます 。一
0100250400550700

か っ この 中 の 第1項 は 、 初 期LOWの パ ル ス 幅

4)SWITCHIN文

機 能 シ ステ ム部 で スイ ッチ とし て宣 言 され た ものに外 部 か ら デー タを入 力

す る のに使 用 し ます。 ス ィ ソチ名 、 入 力 デ ー タ、 ス ィ ソチ 入 力 す る時 間

(シ ス テ ム の持 つ 内部 タ イ マー に よる)を 指 定 し ます 。

例 SWITCHINAT750SW=1

SWITCHINAT1000SW=0

ス イ ッチSWを750n秒 に オ ソ、1000n秒 に オ フ

こ の 波 形 を 下 図 に示 す 。一
〇701000

5)PRINTOUT文

機 能 シ ミュ レー シ ョ ン結 果 を 出力 した い論 理素 子 とそ の 時間 あ るい は条 件

な ど を指定 します 。

例

‖σ

例

例

PRINTOUTBYCLOK(CL)X

ク ロ ッ クCLの 立 上 り時 のXの 内 容 が 出 力 さ れ ます 。

PRINTOUTBYCYCLE(100)Y

100n秒 ご と にYの 内 容 が 出 力 さ れ ます 。

PRINTOUTAT1000A;

タ イ マ ー が1000n秒 の 時Aの 内 容 が 出 力 さ れ ます 。

PRINTOUTATZ=1B;

Z=1の と き、Bの 内 容 が 出 力 さ れ ま す 。
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6)RUN文

機 能 シ ミ ュ レー シ ョ ン の 開 始 を 示 す と と も に、 シ ミ ュ レー シ ョ ン 時 間 を 指

定 し ます 。

例

‖σ

り伊

RUN(1000);

タ イ マ ー が1000n秒 ま で シ ミiレ ー シ ョ ン を 行 い ます 。

RUN(1000、2000);

1000n秒 ま で タ イ マ ー を動 か し、1000n秒 か ら2000n秒 ま で シ ミ

ュ レー シ ョ ン を 行 い ます 。

RUN(F=1);

F=1に な る ま で シ ミ ュ レー シ ョ ン を 行 い ます 。
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5.操 作 説 明

5.1操 作 の 概 要

ノ

①MS-DOSの 起 動

② エ デ ィ ト

キーボー ド

入力
EDITOR

○/
D

,

GATE.IN

LIED.IN

CONTROLL.IN

エ デ ィ タ を 使 い 、GATE.IN(コ ン パ イ ル 時 の シ ス テ ム ・ソ ー ス) 、

LIED.IN(リ ン ク 時 の リー ド ・ソー ス)、CONTROLL.IN(シ ミ ュ レ

ー タ 時 の コ ン ト ロー ル ・ソ ー ス)と い う フ ァ イ ル 名 の ソ ー ス プ ロ グ ラ ム を 作

成 し ます 。

③ コ ン パ イ ル

A:〔==コDAT

E==]DAT

OO [===]DAT

[====コDAT

B:GATE.IN::
● ●

HDL(CP/MEMULATOR)とCOM(COMPILER)に よ り、

GATE.INを コ ンパ イ ル し ます 。

④ リン ク

○

A:〔 コ.DAT

口.DAT

二[=コ.DAT
● ●

● ●

● ■

○

ロ
=
=
=
.
.
・

ぶ DAT

DAT

DAT

DAT

:
●

HDLとLIED(LINKER)に よ り、 リ ン ク し ま す 。
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⑤ シ ミ ュ レ ー ト

○
SIMULATE

HDLSIMU

○
A:□.DAT

口.DAT

、

A:工==コ.DAT

口.DAT

口.DAT

工==コ.DAT

● ●

● ●

● ●

■ ●

HDLとSIMU(SIMULATE)に よ り、 シ ミ ュ レ

ー トし ます 。

尚 、3.4.5に 関.し 、 結 果 はCRTに の み 出 力 さ れ ます 。 但 し、 コ ンパ イ ル ・

リ ン ク 、 シ ミ ュ レー ト、 そ れ ぞ れ の 実 行 に際 し、

HDLCOM又 は

HDLLIED又 は

HDLSIMU

とキー入力 した後、RTNKEYを 押す前 に、匝]+Pを 入力 します

と、CRT出 力 と同 時 に プ リンタ に も出 力可 能 とな ります 。

5.2MS-DOSの 起 動

①MS-DOSの 起 動

1)MS-DOSVERSION2.0以 上 を 使用 して下 さい

2)メ モ リは 最低384KBを 用 意 して下 さい

3)MS-DOS起 動 後 、 デ ィス プ レイの下 部 の コマ ン ドを消 す為 に、

[CNTL]と フ ァンク シ ョン ・キー[三 三]を2度 押 し ます 。

②HDLデ ィス クの検 査

M ,S-DOSのDIRECTORYコ マ ン ドを 使 い、 デ ィス ク の 内容 を検

査 します 。.
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≒<ぷ':支 ・所

ツeターヂラベS

・受r㍉;・;十 十

英 〉二1苦 ・9

三㌣蒼=這 二うτ

・キ・概・:ヤ ・ぷ・

ぷ.袴・:子 受

苦lj'・・.争 ・■、

メ・が・:十 ・r←

プ'獅ぐ。 べ 挺

:ヌきヲξ:ら ÷一頃・
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5.5エ デ ィ ト

① ソ ー ス ・フ ァ イ ル 作 成

1)MS-DOS上 で 使 用 可 能 なEDITOR、 た と え ば"WS"

(WORDSTAR)、"EDLIN"な ど を 使 用 し て 下 さ い 。

2)ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の 一 行 の 最 大 文 字 数 と し て 、254文 字 ま で コ ン パ イ

ラは サ ポ ー トし て い ます が 、 そ れ 以 上 は 無 視 し ま す 。

3)TAB、SPACE、CARRIAGERETURNな ど は 自 由 に挿
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入 可 能 で す 。

4)ソ ー ス の フ ァ イ ル 名 は 、

GATE.IN(コ ン パ イ ラ に か け る シ ス テ ム ・ ソ ー ス)

LIED.IN(リ ン カ に か け る リ ー ド ・ ソ ー ス)

CONTROLL.IN(シ ミ ュ レ ー タ に か け る コ ン ト ロ ー ル ・ ソ ー ス)

な ど 、 そ れ ぞ れ の 実 行 に 於 い て 固 定 フ ァ イ ル 名 の 為 、 異 な る フ ァ イ ル 名

を 作 成 す る とERRORが 発 生 し ま す 。

② サ ン プ ル ・ ソ ー ス ・ フ ァ イ ル

例1)GATE.IN

じN王TSAL|PしEGコAIN).

TεRi、llNALIl.{2.1:3.{三1,(ヨ2、(;:ラ.YいY2,

C{..⊂)('KX=5BY5SS.

{1=N(〕Tx.

.12=N〔)TY2,

1:3=ll,()TY1.

G1ニ11Al!DI2A、VE)Y1,

G2=11AN[)1:3.A,k'[)y72.

G:3ニXANDYI,

Y1=GlOR(]2(=〕R(三3.

Y2=X.

TIM:S蘂.']PL,E,

一28一



例2)CONTROLL.IN

INITIALIZEY2=O

INITIALIZEYl=0
'INITIALIZEG3

ニO

INITIALIZEG2=O

INITIALIZEGI=O

INITIALIZEI3=1

1NITIALIZEI2=1

1NITIALIZEI1=1

DELAYSETG2=(1.3):

DELAYSETY2=(1.3):

PRINTOUTBYCYCLE(1)X:

PRINTOUTBYCYCLE(1)Il

PRINTOUTBYCYCLE(1)12

PRINTOUTBYCYCLE(1)13

PRINTOUT.BYCYCLE(1)Gl

PRINTOUTBYCYCLE(1)G2

PRINTOUTBYCYCLE(1)G3

PRINTOUTBYCYCLE(1)Yl

PRINTOUTBYCYCLE(1)Y2

RUN(50):

5.4コ ン パ イ ル

① コ ンパ イ ル

1)HDL.COM(CP/MEMULATOR)とCOM.CMD

(COM?ILER)をAド ラ イ ブ に セ ッ トし ま す 。

2)エ デ ィ タ で 作 成 し たGATE.IN(ソ ー ス ・フ ァ イ ル)をBド ラ イ ブ

にセ ッ トし ま す 。

3)コ ン パ イ ル の 例 を以 下 に 示 し ます 。

A>HDLCOMと キ ー 入 力 す る と ・…
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####‡ ‡####################################‡ ‡############

HDLCOMPILER

Vervionl◆0

01-March-1985

Seria1#MIEO930-COOl

Allrightsreserved

Copyright(c)1984.1985

SOLITONSYSTEMSK.K.

######################################4‡############1‡##

HARDWAREDESIGNLANGUAGECOMPILE

OPTIOIONSSPECIFIEDAREASFOLLOWS-－

LISTOFOPTIONSUSEDDURINGPROCESSING IS--

GATE

NOSYMBOL

NOLITERAL

NOUNIFORM

NOPARSINGLIST

NOACTION

NOSTACK

NOACTIONID

NOCLOCK

NOMATRIX

NOMODIFYID

N(=)OBJECT

NOMEMORY

NOMODIFYCLOCK

NOMODIFY

N〔〕DIMENSIONTEST

NODIRECTRY

NODIMENSIONTYPE

NOTIME

DUMMYニHIGH

IDTABLESIZE=100
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PASS1

NO.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

PASS2

PASS3

PASS4

LEXICALANALYSISOUTPUT.

GATE

UNITSAMPLE(MAIN).

TER卜 』INALI1、12.13,GLG2,G3rY1.Y2.

CLOCKX=5BY5NS.

11:=N(=)TX.

12:ニNOTY2.

13:=NOTY1.

G1:=11ANDI2ANDY1 .

G2:=11ANDI3ANDY2
.

G3:=XANDY1 .

Y1:=GlORG20RG3 .

Y2:=X.

TINUSAMPLE.

,EndofExecution

② コ ンパ イル後 の 中 間 フ ァイ ル

・)・ ンパ イ ル に よ り、以 上 の[=].DAT・ 。イ,レ(中 間 フ ァイ、レ)

がAド ラ イ ブ に 自 動 生 成 さ れ ます 。"

2)こ の 中 間 フ ァ イ ル はMS-DOSのDUMPコ マ ン ドに よ り
、 内 容 を チ

ェ ッ ク す る事 が で き ます 。

3)こ れ ら の[コ.DAT・ 。 イ ・レは リ ンカ 、 シ ・ 。 レ 一 夕 が 使 用 し ま

す 。
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A>DIR

ERR

UNIFORM2

1D
LIT
ACTION

CLK

MATRIX

MEMORY

OBJECT

IDTFILE

MTXFILE

CLKFILE

MEMFILE

EXCLK

EXMEM

EXMTX

EXIDT

FILEDAT

DAT

DAT

DAT
DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

DAT

う6う←済う6済

>e祈 済う6>e

XN今6済 う6

済済※ う㌣済

う㌣済う⇔㌣養

う∈養※>6済

う㌣う←うξ失うe

>ξうξ×う∈誉

〉ぐ済済うξ※

ナ6※うξ済 う6

う⇔⇔ξ※うで

誉〉⇔⇔ ⇔ぐ

崇>6>㌣祈>6

ナ㌣〉⇔ ∈芸〉㌣

う⇔㌣う略う6う∈

ナξ済 済〉ξ養

う⇔6う⇔⇔ξ

xう ←一※ 祈 一 う6>6

祈>6一 祈 ※ 一 済 うぐ

済 う∈一 う∈崇 一 × 済

済 受 口 済 う㌣一〉ξ妾

※ 妾 一 うe誉 一う㌣※

祈 〉ξ一矢 凝 一 畳 うξ

※ 祈 一うξ祈 一 新 うぐ

※ 〉ξ一〉⇔ ξ一 済 済

済 済 一済 う㌣一 ※ 済

受 ※ 一 うξ〉㌣一 畳 芸

祈 〉∈一 〉←済 一 矢 済

× 〉㌣一 挺 うξ一 〉⇔ ぐ

祈>6一 祈 祷 一>6>ξ

※ 祈 一 畳 曇 一う⇔ ξ

祈 祷 一 う6N－ う⇔6

崇 ※ 一 〉ξ済 一矢 〉㌣

済 うξ－x※ 一句⇔ ㌣

※

※

済

済

祈

条

条

祈

※

祈

※

済

済

済

済

祈

※

※

※

矢

済

×

祈

×

誉

祈

祈

祷

済済:矢 〉ぐ

※ 祈:済 受

済 済:芸 受

誉

受

※

済

済

受

苦

済

済

誉

×

祈

×

済

済

済

済

条

条

管

長

祈

※

済

済

※

※

蚤

5.5リ ン ク

① リンク

1)HDL.COM(CP/MEMULATOR)とLIED.CMD

(LINKER)をAド ラ イ ブ に セ ッ トし ます 。

2)コ ン パ イ ラ に よ り 自動 生 成 さ れ た 中 間 フ ァイ ル は 、 そ の ま まAド ラ イ ブ

に セ ッ トし ます 。

3)エ デ ィタ で作 成 し たLIED.1・N(リ ン ク の 為 の オ プ シ ョン ・コ マ ン

ド=リ ー ド ・ソ ー ス)をBド ラ イ ブ に セ ッ トし ま す 。 但 し 、 こ の コマ ン ド・

ソ ー ス は 省 略 可 能 で す 。 そ の 場 合 デ フ ォ ル ト ・コ マ ン ドが 使 用 さ れ ま す 。

(リ ン ク例 参 照)'

4)リ ン ク の 例 を 以 下 に 示 し ます 。 。

A>HDLLIEDと キ ー 入 力 す る と ・…
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#######壮#################‡ ‡##########################特#

HPLLINKER

I7ervion1.0,

01-March-1985

Serial#MIEO120-LOO1

.AIlriσhtsreserved

Copyriσht(c)1984.1985

SOLITONSYSTEMSK.K.

##################絆##考 ‡########絹 ‡##‡‡###################

COMMAND=5

UNITNAME=

IDTLIST=O

MTXLIST=O

MEMLIST=O

CLKLIST=O
TIMLIST=O

IDTSIZE=500

MTXSIZE=1000

EndofExecution

② リンク後 の中 間 フ ァイ ル

1)リ ンク に よ り、以 下 の[==].DATフ ァイ ル(中 間 フ ァイ ル)がAド

ライ ブに 自動 生 成 され ます。

2)こ の中 間 フ ァイル はMS-DOSのDUMPコ マ ン ドに よ り、 内容 をチ

ェ ックす る事 が で きます。

3)こ れ らの口.DATは シ ミュ レー タが 使 用 します。
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十 今e十 チ ・〉◆・ 十 テ ・←フ{'十 … ÷←r民'

1キ十}-Pごrら づ・ヲ←-r蚤 噴'一 こ← 一

¥曇 受 ・蚕 チ 庄…ぶ一一 く きご一 ㌔ ・蒼

蒼 奏 黄・≠ ÷㌣ 藁 →】一 十 祷 一 十 〔

十 蚤 句きモ 十 永…蘂 一 芽 与・}昇 芥

子 ÷・十 受 「詩・ う←矢 … チ 十 一 弟,・祈

勺㌣十 善 うピt(÷F:寿 一 モ 咋・一 ラe受

売 ㌶一千 ・← 祈 千 官 一 キ 十 一 裟Lチ

矢 挙 済 済 十 蚕 受 一 義・貢=・一 受 枝一

一 蒼 ラ←十 十 ・※ チ ー 養 う←一 プト済

デ…ば←蚤 う←ら← タL祈 一 挙∴※ 一 美 ら:

※ 迫←妥 茶 受 奏 十 一 十 苧 叫 ・㌣ ぷ

英 崇 う÷苦 手 ぶ・矢 一 支 ぷ{安 養

ミ÷ 〉?ヲ←這」十 誉 祈・一 ヲξ矢 一 テ 被

う己〉后ら(二※・十 ・※ ★ 一 ∋←'壬 … 宍 ×

迫←う←祈 英 ※・ 祈 事←一 占←ジ ー パ∴ ÷

祈)F妾 ※ モ う6十 一 美・奏 一 峡 〉←

う←チ 時 美r陪 痴 ÷ピー チ¥鴫r玲 養

一÷宇 → ・〔

キ'』茶 漬 ・※

≒ 曇 ≠ →←

※・☆・ ・:ヒ牙

一 一だ

骨'<・ 異 曇

'鯖 千 〔 十

髪 ・ぷ 曇 テ

ザ・善 ≡ 誉

十 ・〆・ 斑 石

噺 養 子 蚕

祈 ・否

曇 褒 →ξ妄

挙・蓋・ × 宍

蚕 天

一× 矢 w・× 祷

+茶 所 蒼

天 × ・×蚤

蒼 蒼 挙」÷←

× 祈

侯二 ・バ

・尺 ・疋一 ・系モ

美 夫 千 英

5.6シ ミ ュ レ ー ト

③ シ ミ ュ'レ 一 夕

1)HDL.COM(CP/MEMULATOR)とSIMU .CMD

(SIMULATOR)をAド ラ イ ブ に セ ッ トし ます 。

2)コ ン パ イ ラ 、 リ ンカ に よ り 自動 生 成 さ れ た 中 間 フ ァイ ル は 、 そ の ま ま

Aド ラ イ ブ に セ ッ トし ま す 。

3)エ デ ィタ で 作 成 し たCONTROLL.IN(シ ミ ュ レー タ の コ ン ト

ロー ル ・ソ ー ス)をBド ラ イ ブ に セ ッ トし ます
。

4)シ ミ ュ レー タ の例 を 以 下 に 示 し ま す 。

A>HDLSIMUと キ ー 入 力 す る と ・…
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####㈱ ㈱ ㈱#####㈱####㈱####翻######㈱#################

HDLSIMULATOR

'Vervion1 .0

01-March-1985

Seria1#MIEO129-SOOl

AIlrightsreserved

Copyright(c)1984.1985

SOLITONSYSTEMSK.K.・
`

#####端###㈱###################㈱##################婦 林

SIMULATIONCOMMANDSTATEMENTSLIST(HDt)

ぷ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

-。

H

.ロ

B

M

日

田

日

日

B

四

駅 STATEMENTS

INITIALIZE'Y2=0:

INITIALIZEYI=0:

INITIALIZEG3=0:

INITIALIZEG2=O:

INITIALIZEG1=O;

INITIALIZEI3=1:

INITIALIZEI2=1:

INITIALIZEI1=1;

DELAYSETG2=口.3):

DELAYSETY2=(1.3):

PRINTOUTBYCYCしE(1)

PRINTOUTBYCYCLE〔1)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

PRINTOUTBYCYCLE(i)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

PRINTOUTBYCYCLE(1)

RUN(sb};

X:

11:

12;

13;

G1;

G2;

G3:

Y1:

Y2:

-35－
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養う㌣畳祈祷祷済済祈 祷済済畳畳祈祷済済誉祈祷祈祷祈祷※祈祷祈祷済 うξ祈祷うξ誉>6祈 祷済済 済う6

SIMULATIONRESULTS

済済祈祷う6祈祷※う6済済済済済済祈祷ヲξ養ge祈 祷誉済済〉ξ済済済済x祷x祈 祷 済済Kxx>ξ 祈祷
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

×

0

0

0

0

0
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一
〇

〇

〇

〇

.

.
0

0

0

0

一

一
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〇

〇
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〇

〇

〇
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3

4

5

6

7

8

9
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15

16

17
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20

刎
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26

27

28

29

30

31

32
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35

36

37

38

39

40

41
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45

46

47

48

49

50
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O

nU
O

1

1

nU

∧U

O

n
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0

0

0

nU

nU
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O

O
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0
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O
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O
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0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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1
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1
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1

1

G
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0

0

0

0
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0
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0
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0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

Y

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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1

1
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EndofExecution
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6 エ フ ー メ ッ セ ー ジ

エ ラ ー メ ッ セ ー ジ と し て
、

シ ス テ ム エ ラー

コ ンパ イ ル エ ラ ー

リ ン ク エ ラ ー

シ ミ ュ レ 一 夕 エ ラ ー

があ ります 。 以 下 、 この順 に説 明 します。

6.1 シ ス テ ム エ ラ ー

Oescript】Lon

1NSUFP工CIENTMEMORY

Theloadedprograracannotrunrnヒhe

raernoryslzeallocaヒedlfpossible,

inc【easeヒhesizeoEヒheTrans】 」enヒ.Prograrn

Area●

εRROR⊂1)匂Convetsion・ 噛

ThiserrOt㏄cuτswheneverthetun－ ヒ1rue

SYstetUcannotperformthetequited

conversiOnbeヒ ∨eendaヒaヒypes.Thise【rot

canbesignaiedduringar1、 ヒhmeヒ ェc

operaヒ10ns,asszgnmenヒsandI/O

processingwiヒhGE「randPUTsヒaternents

ERRORI2,筒1/OSヒackOverflow・ 會

「2heピun－ ヒェrae'工/Ostackexceeds16

simultane◎usnesセed工/Ooperations・You

mustsimplifytheprograraandヒ 【yagaエn・

ERROR(3)會

Atranscendentaifunctionargurnenセxsout-

of-cange・
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※ εRROR⊂4)"1/OConflicヒx賃 ★

AfileiseXPIiciヒ1yor

wiヒhoneseヒof

subsequently .accessed

requiごingconfiicヒin{ヨ

valueofxisoneofヒhe

irnpliciヒiyopened

aヒ ヒributes,and

withastaterlenヒ

attribuヒes.The

fol1◎ 冒ing:

●STREAM/REcoan

■SEQUEN/DIRECT

● 工NPUT/OUTPUT

●KEYEDAcceSS

ThefirstconflicヒariseswhenASCI=【files

ateptocessedusingRεADorWRITE,butthe

lNTO◎rFROMoPヒiondoesnoヒspecifya

varyingchacacter6ヒring◆

εξroピ
・.

Descrlptlon

εRROR(5) 関FoピmaセOveτfloピ ・宙

:

・
Thenesヒingleve1 ofembedde(ヨ £ormaセs

exceeds32.Youmusセ si叩1ifyヒheproqram
1

andヒ τyaga工n●
.

, ,

εRROR{6}
・lnvalidFo【mat1ヒem・ 會

Theformaヒpcocessor encounヒeCS a・foζmaヒ

iセeπ1thatcannotbe proceSSed・- The P

fOr「 口atisnot' 】LmpユementedinPL/ユ ・

ERROR口}
・FτeeSpaceεxhausヒed口 音

. F

NomOτeffeespaceis avaiユabユe.工f you

inteccepセ ヒhiserror
・

∨ithanON-un1ヒ, do

noセexeCUヒean ALLOCATEσOPEN, or

cecuピSionvithouセfi【sヒ 【e].easingsヒO【age・

.

ERROR(8)
・OVεRLAY

,NOP工Lεd;filename・

Theoveτ1aymanager cannoヒfind ヒhe

indicatedfile...
,

,

ERROR(9)
ロOVER工AY

,DR工Vεd:filename・
,

Aninvalidd【ive codeispassed as a

pa【ameヒeτtoanoveday・

工

ERRORは0)
・OVERLAY

,SIZεd3ξilename厨

Theindicaヒedoverlay isヒOOla巧e and

overwζitesヒhePL/工 sヒackand/o【 fエee

spaceifloaded・

.
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ERRORC11)

ERROR(12)

・OVERLAY
,NEST工NGd:filename・

L◎adingthelndicaセedoverlayexceedsセhe

maxirnurnnestingdepヒh.

"OVERLAY
,READd‡filename"

The【ehasbeenadiskreaderrocwhiie

loadinganoverlay.Thisisprobably

Cau8edbyaprernatureEop.

DeSCtipヒion

ERROR(13}田 文nvalidOSVersion句

Anyoperaヒionヒhaヒgeneraヒesanoperating

systemcallnotsupPortedunderセhe

CUr:entOpe【atlngSySセem.CaUSeSヒhiS

eξror

ERROR(工4)・Un8ucce8sfu工Wζiセe・

Any岨successfulwriヒe。perati。n。n'afile

dueヒolackofdirectoryspace,lackof

diskspace'andsgon'causethiserro【

ERROR(1s)

ERROR(16)

・pileNotOpen●

㎞yaヒ セeraptヒo工 ㏄korun1◎ckaごecordln

afileヒhaヒisnoヒopencausesヒhiserror

・EneNotKeyed.

AnYattemptヒolockocun1㏄katecordln

afilethatdoesnothaveヒheKEYED

attributecausesヒhiser:oc

rfヒhisetroピoccuピsonxnpuヒ,ヒhecun-

tirnesysセeロcannoセfindヒhenaraedfileon

ヒhedisk,Otaninputdevieeis◎penedfor

ouセput.Ifセheerroroccursonouヒpuヒ,

ヒherun-timesystetucannoセC=eaセean

ouセpuセfile,oピanoutputdeviceisopened

forinpuヒ ・

〈注〉 ※ 印のERRORに 関 し、

の場 合発 生 し ます。

ソー ス フ ァイ ル のSYNTAXERROR
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6.2 コ ン パ イ ラ ー の プ ロ グ ラ ム ・エ ラ ー

コ ン パ イ ラ へ の 入 力 プ ロ グ ラ ム に エ ラ ー が あ る 場 合
、

一 ・メ ッセ ー ジ を コ ン ソ ー ル に 出 力 し ます
。 エ ラ ー ・メ

ます 。

コ ンパ イ ラー は
、 エ ラ

ッ七 一 ジ を 以 上 に 示 し

LITERALLENGTHOVER:3:3.

MULTIPLELABELDEFINE.

LABELPARTINCLUDEINVALIDLABEL .

COMPAREPARTINVALIDEINVALIDKEYbJORD .

ACTIONOVER5.

INVALIDACTIf〕NLlTERAL.

ACTIONPARTIl'Cし し;DEINVALIDACTIONltl .11・.:1BER.

ST"ACKOVER5.

INVALIDSTACKLITERAL.

STACKPARTINCLUDEINVALIDSTACKACTION .

INVALIDNEXTLITERAL.

NOTDEFINELABEL.

USECALL&RE〔 ドRN.

NEXTPARTINCLしDEINVALID、1～ORD .

εNDISNOT'$'.

CO!vlPAREOVER5.

SYNTAXERROR.
●:'OFじNITPARAMETEROVER2

、

DI日ENSIONOFREGISTERDE(:LAREPARTOVER5 .

EXPRESSI()NOPERATERk・10RE.

EXPRESSIONOPERANDMORE、

SYNBOLIC・RANGEHAVEDI! .|ENSION.'

DIUENSIONOFOPERANDOVER5 .

SYMBOLICRANGEDIMENSIONERR(〕R .

1'OTDEFINESY,」BOLICRANGE .

DI日ENSIONOFOPERANDOVER5 .

PRHIBITIVEIDINDEX.

DIMENSIONOFOPERANDOVER5 .

DIMENSIONOFOPERANDOVER5 .

DI口ENSIONOFDUMMYOVER5 .

EXPRESIONOPERANDMORE .

CLOCKSIZEOvER100.

CLOCKHIGH&FIRSTLOWMISSMATCH
.CLOCK

SIZE&HIGHMISSMATCH.

CLOCKFIRSTLOkJOVERSIZE.

CLOCKHIGHOVERSIZE.

CLOCK鋼USOVERFLOW.

CONSTANTLITERALOVER .

(ONSTANT』ITERAL&SIZEr・IISSMATCH
.
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CASCADELENGTHMISSMATCH.

DIMENSIONOFCASCADEOVER5.

INVALIDSYMBOLICRANGE.

INVALIDCASCADEOFSYMBOLICRANGE .

PROHIBITIVEIDINDEX・.

Dlf・AENSIONOFCASCADEOVER5

DIMENSIONOFCASCADEOVER5

1NVALIDMUXFI,

INVALIDMUXELSE.

!」UXORDEMUXDC)NOTHAVEDI! .1ENSION

DE!㌧1UXVARIABLELENGTHUISS㌔1ATCH .
':'OFCONNECTPARAI

.IETEROVER2.

ONSTATEnENTINCLUDEIFSiTATEIAENT .

日ISSINGFI.)

!.|ISSINGFI.

ONSTATEMENTINCLUDECASESTATEUENT.

日ISSINGESAC.

日ISSINGESAC.

k・11SSINGESAC.

ONSTATEMENTINCLじDEATSTATE!vlENT.

UISSINGTA.

ONSTATEMENTINCLUDEONSTATEUENT.
:MISSINGON

.

MISSINGEND.

UISSINGIF.

},11SSINGAT.

UISSINGCASE.

t,|ISSINGMUXIF.

klISSINGDEMUXIF.

MUしTIPLEDECLARATION.

ILLIGALLITERAL.

DIMENSIONOVER5.

EXPRESIONOPERATIONMORE.

STRUCTURESTATEMENTERROR.

MISSING')'.

UISSINGEXPRESION.

ILLIGALOPERATION.
':
='LENGTHMISSMATCH .

BINAEYOPERANDLEI;GTHMISSMATCH.

DELAYMUSOVERFLO`"i.

UNITPARA目ETER

UNITPARAMETER

UNITPARAMETER

UNITPARA日ETER

CONNECT

CONNECT

CONSTANT

CLOCKTYPE(2)

PARAMETER

PARAMETER

TYPE(2)

ERROR.

OUTPUTINICLUDESWITCH.

INPUTINCLUDELIGHT.

INCLUDECLOCK.

INCLUDECONSTANT.

INCLUDECONSTANT.

INCLL1DECASCADE.

ERROR.
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TYPE

TYPE

TYPE

TYPE

VARIABLE

DIMENSION

RANGEOVERFLOki.

RANGEUNDERFL(=)til.

CASCADELENGTHERROR.

CASCADEDECLAREERROR.

RANGEOVERFLOW.

RA.NGεUNDERFLO"1.

(:ON・i'ECTPARAMETERINCLUDE

OBJECTFILEACCESSERROR.

ILLEGAL

LITERAL

ILLEGAL

ILLEGAL

LITERAし

STORE

STORE

LOAD

LOAD

LITERAL.

ERROR.

CHARACTERINLITERAL.

LITERALTYPE('B'.'0'.'H').

OVERFLOW.

('CS'.◆'CL'.'SU'.'TG')ERROR.

('SM'.'x'.'SU'.")ERROR.・

('LG')ERROR.

('SM'.'x'.'SU'.")ERROR.

RANGEERROR.

ERROR.

CASCADE.
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6.3リ ン カ ー の フ.ロ グ ラ ム ・ エ ラ ー

MULTIPLE

YOUUUST

YOUlＬUST

YOUMUST

YOUMUST

YOUMUsT

}51ULTIPLE

MULTIPLE

ILLEGALID

MISSING

ID

MISSING

THEREIN

MISSING

THEREIN

ILLEGAL

DONOT

DONOT

IPFILE

MATRIX

CLOCK

ME日ORY

DONOT

DONOT

DONOT

DONOT

CANNOT

COM目ANDEXISTINPARASTATE汀ENT.

N〔,TttjRITEID&NOIDATAPARASTATE日ENT.

NOTkJRITEUATRIX&NO:、IATRIXATAPARASTATE輻IENT,

NOTVIRITE!AEI.10TY&NO;.1EMORYATAPARASTATE!v1ENT

NOTWRITECL(⊃CK&NOCL()CKATAPARASTATEUENT.

1'OTVIRITETI}JE&NOTIME.ATAPARASTATEI.IENT.、

IDTSIZEEXISTINPARASTATE汀ENT.

UTXSIZEEXISTINPARASTATE日ENT.

EXISTINPARASTATEMENT.

.INPARASTATEt・ 、IEIT.

LENGTHOVER8.

=INPARASTATEMENT.

NOUNITNAME.

INPARASTATEMENT.

NOSIZE.

LITERAL.

EXIST.

EXIST.

CLOSEERROR.

FILECLOSEERR(=)R.

FILECLOSEERROR.

FILECLOSEERROR.

EXIST.

EXIST.

EXIST.

EXIST.

PERMITTOUSEUNITPARAUETER.

PARAMETERMISS闇ATCH.

PARAMETERMISSMATCH.

PARAMETERMISSMATCH.

PARAMETERMISSMATCH.

CANNOTPERMITRECURSIVECALL.
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6.4シ ミ ュ レー タ ・ コ マ ン ドの エ ラ ー

入 力 す る シ ミ ュ レー タ ・コ マ ン ドにエ ラー が あ る場 合 、 シ ミ ュ レ ー タ は 、 実

行 中 に、 コ ン ソ ー ル に エ ラ ー メ ッセ ー ジ を 出 力 し ます 。

エ ラー番 号 メ ッセ ー ジ 及 び 対 処

CMERR1 NOTCLOSEBY;

入 力 文 字 が81以 上 で あ る、又 は;が な い

CMERR2 =MISSING

コ マ ン ド文 の 中 に 、=が な い

CMERR3 (MISSING

コ マ ン ド文 の 中 に 、 左 か っ こ が な い

CMERR4 )MISSING

コ マ ン ド文 の 中 に 、 右 か っ こ が な い

CMERR5 TIMESPECIFICATIONERROR

CLOCK関 係 の コ マ ン ドに エ ラ ー あ り

CMERR6
－

COMMANDERROR

コ マ ン ド名 エ ラー

CMERR7 NOTDEFINEDSYMBOLUSED

コ ンパ イ ラー で 、入 力 され てい な いIDを 使 用 した

CMERR8 TOKENLENGTH>32

最 大 トー ク ン長32を 越 え てい る
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